
「ひろしまマイ・タイムライン」を活用した防災意識の醸成の取組について 

令和２年７月22日 

みんなで減災推進課 
  

１ 要旨 

  県では，確実な避難行動を促し，日ごろからの防災意識の醸成につなげていただくため，県内の全小学校等

に冊子版「ひろしまマイ・タイムライン」を配布したところですが，これを全ての県民の皆様にご活用いただ

くため，７月 14 日（火）に，デジタル版「ひろしまマイ・タイムライン」を作成いただける専用ＷEB サイト

を開設いたしました。 

 

２ 「ひろしまマイ・タイムライン」の概要 

   【取組目的】 

起こり得る災害から命を守るため，備えておくべきことなどを確認し，いつのタイミングで何をすべき

か，県民が自らの防災行動計画をあらかじめ作成することで，浸水害や土砂災害などのリスクを自分ご

ととして認識してもらうとともに，実際に取るべき行動をシミュレートしてもらうことで，適切なタイ

ミングでの確実な避難行動につなげていく。 
 

   【主な特徴】 

○ 浸水害に加えて広島県特有の土砂災害のリスクの認識を深めるため，土砂災害の種類やメカニズム， 

過去の発生事例等を多数掲載 

○ 避難行動の研究結果を反映 

・自分の行動だけでなく，家族や知人に避難を呼びかけることが，避難行動を促進すること 

・指定避難場所だけでなく，知人・親戚など複数の避難先を確保しておくことの重要性 
 

   【教材の概要】 

 

冊子版 

小学生（１～３年生）用，小学生（４～６年生）用，一般用の３種類を作成 

・小学生用：７月10日（金）までに県内全小学校等へ配布完了 

・一般用：自主防災組織等に配布予定（防災教室等での活用を促す） 

デジタル版 

専用のＷＥＢサイトを開設  ※７月14日（火）運用開始 

（特 徴）作成支援のための動画も掲載 

パソコンやスマートフォン等で，手軽にマイ・タイムラインの作成が可能 

広島県で起こりやすい風水害を学ぶコンテンツも用意 

手軽に冊子版教材をＰＤＦでダウンロード可能 

（ＵＲＬ）https://www.gensai.pref.hiroshima.jp/mytimeline 

 

３ 作成を促進するための取組について 

○ 小学生向け 

冊子版（小学生用）を使い，県・市町教育委員会と連携して，各小学校等へ防災教育に関する授業や夏

休みの宿題などを通じて活用をはたらきかける。 

  ○ 一般県民向け 

・冊子版（一般用）を市町や自主防災組織へ配布し，防災教室などでの活用を促す。 

   ・デジタル版の利用について，テレビ・ラジオのほか，ＳＮＳ，タウン情報誌などの媒体や「みんなで減

災推進大使」にも協力をいただきながら，幅広い層の県民の皆様へ周知を図る。 

資 料 番 号 ２ 広島県「みんなで減災」県民総ぐるみ運動展開中! 





 

 

 

 

 

デジタル版「ひろしまマイ・タイムライン」完成イメージ 


